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　９月４日、京都ホテル（行橋市）で「平成29年
度福岡県神社庁第二地区神職会教養研修会」が
開催され、永原町長が「過疎化の中での地域振
興と神社の役割について」というテーマで講演を
行いました。今回は、その講演内容の一部を抜
粋して紹介したいと思います。

行
政
や
地
域
が
果
た
す
役
割
が
あ
る

　

福
岡
県
町
村
会
会
長
、
大
任

町
長
の
永
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現

在
、
福
岡
県
の
町
村
会
に
は
32

の
町
村
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
福
岡
市
の
近
郊
に
あ
る

糟
屋
郡
の
７
町
は
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
が
増
加
し
て
い

る
傾
向
に
あ
る
の
は
糟
屋
郡
の
７

町
を
含
む
計
９
町
の
み
で
、
残
り

の
24
町
村
は
す
べ
て
人
口
が
減
少

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の
が
現
状

と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

福
岡
県
が
ハ
ワ
イ
州
と
姉
妹
提

携
35
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

１
月
に
ハ
ワ
イ
で
記
念
行
事
が
行

わ
れ
、
小
川
洋
県
知
事
や
西
高

辻
信
良
福
岡
県
神
社
庁
長
な

ど
約
１
４
０
人
と
と
も
に
ハ
ワ
イ

州
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

伝
統
の
儀
式
や
踊
り
を
目
に
し
、

心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
伝
統
の

儀
式
や
踊
り
を
多
く
の
人
に
見

せ
て
、
再
度
神
社
と
は
何
か
と
い

う
こ
と
を
多
く
の
人
に
問
い
か
け

広
報
活
動
の
必
要
性

る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
を

通
じ
て
広
報
活
動
を
行
い
、
神

社
と
地
域
が
関
わ
り
あ
い
を
も
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
地
域
で
は
神
幸
祭
や

御
宮
で
の
相
撲
大
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
年
々
子
ど
も
神み

こ
し輿

の
数
や
相
撲
大
会
の
回
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
は
私

も
神
社
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
子
ど
も
の
姿
を
ほ
と
ん
ど

み
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
て
神
社
と
地
域
の
関
わ
り
が
薄

れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
今
後
、

氏
神
様
を
持
つ
神
社
を
ど
う
や
っ

て
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が

地
域
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

手
段
を
考
え
ま
す
と
、
解
決

方
法
が
ま
っ
た
く
無
い
わ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
田
川

は
邪
馬
台
国
論
争
と
い
う
こ
と
で

熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
神
社
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を
だ
し

な
が
ら
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

深
ま
る
少
子
化
の
影
響

永原 譲二 町長

▲講演会終了後に行われたパネルディスカッション
で、行政と神社の関係性などについて話しました

▲左から、井上幸春みやこ町長、西高辻信良福岡県
神社庁長（太宰府天満宮宮司）、永原譲二大任町長

―こちら町長室×福岡県神社庁第二地区神職会教養研修会―

―こちら町長室×九州北部豪雨災害の復旧・復興に関する要望書を提出―
９月 28 日、福岡県町村会会長として九州北部豪雨災害の被害を受けた添田町・東峰村に災害見舞金の
贈呈を行い、10 月２日に福岡県等に対して、復旧・復興に関する要望書を提出しました

　
９
月
28
日
、
永
原
譲
二
町
長
は
福
岡
県
町

村
会
を
代
表
し
て
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

被
害
に
あ
っ
た
添
田
町
お
よ
び
東
峰
村
に
、

全
国
町
村
会
や
福
岡
県
町
村
会
、
田
川
郡

町
村
会
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
災
害
見
舞
金

（
添
田
町
８
９
１
万
円
、
東
峰
村
２
９
６
０
万

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
災
害
見
舞
金

　
福
岡
県
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
物
的
・
人
的
支
援
、
復
旧
・

復
興
に
か
か
わ
る
補
正
予
算
な
ど
、
被
災

地
へ
の
支
援
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
は
依
然
と

し
て
費
用
と
時
間
を
要
し
、
二
次
災
害
対

策
な
ど
新
た
な
課
題
の
発
生
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、
継
続
的
な
支
援
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
月
２
日
、
永
原
町

長
は
福
岡
県
町
村
会
を
代
表
し
て
、
寺
西

町
長
、
田
中
議
長
、
澁
谷
村
長
と
と
も
に

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
に

関
す
る
要
望
書
」を
提
出
す
る
た
め
福
岡

県
庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
要
望
の
主
な
内
容
は
、「
被
災
自
治
体
が

迅
速
に
復
旧
事
業
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
災

害
復
旧
事
業
の
早
期
採
択
・
対
象
拡
大
を
図

り
、
復
旧
に
か
か
る
地
方
負
担
の
増ぞ
う
す
う嵩
に

対
す
る
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」

「
被
災
者
の
生
活
再
建
や
被
災
住
宅
の
復
旧

に
か
か
る
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
財
政
措

置
と
対
象
の
拡
大
を
図
る
こ
と
」「
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
の
早
期
全
線
復
旧
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
国
に
要
請
す
る
こ
と
」

な
ど
そ
の
他
４
つ
の
内
容
で
す
。

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て

円
）を
贈
呈
す
る
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。

　
添
田
町
で
は
寺
西
明
男
町
長
、
田
中
正
議

会
議
長
、
東
峰
村
で
は
澁
谷
博
昭
村
長
、
岩

橋
忠
助
副
村
長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
談
し
、
現
在

の
復
旧
状
況
や
今
後
の
復
興
計
画
、
財
源
な

ど
の
要
望
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

思いはひとつ
それは１日も早い復旧・復興

左から、永原譲二町長（大任町）、寺西明男町長（添田町）、田中正議会議長（添田町）

▲全国から寄せられた災害見舞金は永原町長（大任町）
から澁

し ぶ や

谷村長（東峰村）に手渡されました
▲福岡県庁を訪問し、被災地の復旧・
復興に関する要望を行いました
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平成 28 年度大任町
決算を報告します

平成28年度決算が議会で認定されました。歳出決算額は約44億円で、歳入額に対し
約４億３千万円の黒字となりました。　      問総務企画財政課 財政係　☎63・3000

◉基金
～ 町の貯金は約 32 億円 ～

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のため
に活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。平成
28 年度末、基金の合計は 32 億 7,448 万円になりました。

財政調整基金…………………‥…………………13 億 4,773 万円
特定農業施設管理基金… … … … … … … … … …６億　957 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）… … …７億 7,327 万円
その他基金……………………………………………５億 4,391 万円

◉地方債
～ 町の借金残高のうち実質負担分は約４割 ～

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。平成
28 年度末の地方債残高は、約 107 億円となりました。大任町の
場合、償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多
く、試算ではこの残高のうち約65億円の交付が見込まれています。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）………67 億 2,346 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）……26 億 1,204 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）………７億 3,329 万円
その他起債………………………………………　  ６億 2,979 万円

◉健全化判断比率と資金不足比率
～ 大任町の財政は平成 28 年度も健全な状態 ～

　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結実質
赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金不足比
率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然に防
止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可能になり
ます。算定比率が「早期健全化基準」を超えると財政健全化計画
の策定を行い、自主的な改善努力をしなければなりません。
　平成 28 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と比
較すると、「早期健全化基準」を下回っているため、大任町の財政
は健全な状態ということがわかります。

◉特別会計
～ 国民健康保険事業特別会計の赤字が 6,209 万円 ～

　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特
別会計（水道事業会計のみ企業会計）では、国民健康保険事業特
別会計が 6,209 万円の赤字を出すかたちとなり、依然として厳し
い財政状況に直面しています。

特別会計 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業特別会計 ８億 657 万円 ８億 6,866 万円 △６,209 万円

後期高齢者医療特別会計 6,705 万円 6,368 万円 337 万円

し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業
特別会計

７億1,294 万円 ７億1,292 万円 ２万円

合計 15 億 8,656 万円 16 億 4,526 万円 △ 5,870 万円

水道事業会計 １億1,041万円 １億 2,178 万円 △１,137 万円

健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから
資金繰りの危険度を見る比率

15.8％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残額から将
来財政への圧迫度をみる比率

― 350.0％

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
企業会計の資金不足割合から
経営状況の深刻度をみる比率

― ―

　平成 28 年度の決算についてお話ししたいと思います。
◉歳入歳出の概要
　ご覧のとおり歳出については義務的経費（支出の抑制が行い
にくい経費）の比率が高く、歳入については町税をはじめとす
る自主財源が少なく、地方交付税や地方債などの依存財源に
頼らざるを得ないのが現状となっています。
　今後も、さらなる自主財源の確保や経費の節減、効率的な
予算執行に力を注ぎ、職員ともども積極的に行財政改革を行っ
ていく必要があります。
◉町の財政は赤字も資金不足もなく健全な状態
　平成 28 年度、町では、大任交通公園のトイレの整備、さら
には、去年から引き続き各町道の整備および老朽化した町営
住宅の建て替えを行っています。また、し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業もはじまりました。このように多くの事
業を行っておりますが、大任町の一般会計では、約４億３千万
円の黒字、特別会計では約 7,007 万円の赤字となり、全体で
は約３億６千万円の黒字決算となりました。
　また「健全化判断比率の状況」のとおり、早期健全化基準と
町の数字を比較しても基準を大きく下回っており、財政が健全
な状態ということがご理解いただけると思います。

健全化判断比率の状況 永原譲二 町長

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

一般会計歳出　43 億 9,163 万円

歳出
43 億 9,163 万円

11 億 7,769 万円
公債費

10 億 7,754 万円
民生費

５億 7,543 万円
土木費

５億 5,954 万円
総務費

３億 9,737 万円
教育費

１億 8,279 万円
農林水産費

１億 5,484 万円
衛生費

9,638 万円
消防費

9,553 万円
諸支出金 6,989 万円

議会費 270 万円
商工費

193 万円
労働費・災害復旧費

町税…町民税・固定資産税など
繰入金…一般会計、特別会計および基金
の間で、相互に資金運用するもの
繰越金…前年度の決算上で持ち越した金額
使用料及び手数料…町の施設利用や特定の
事務により利益を受けるものから、その受益に
対する実費負担的なものとして徴収するもの
諸収入…他の収入科目に含まれない収入を
まとめたもの
寄附金…民法上の贈与で、金銭に限られるもの
分担金及び負担金…町の行う事業により利益を受
けるものから、その受益を限度として徴収するもの
財産収入…町が有する財産の貸付け、売
払いなどによって生じる現金収入
地方交付税…一定のサービスを確保するた
め、人口や税収に応じ国から交付されるもの
国庫支出金・県支出金…町が行う事業に対
する国や県からの補助金など
地方債…地方公共団体が資金調達のため
に負担する債務
地方消費税交付金等…地方消費税の一部
を財源として、県が人口と従業者数で按分
し、町に対して交付するもの

公債費…町債の元金や利子を支払うため
の経費
民生費…住民一人ひとりの一定水準の安
定した生活を保障するための経費
土木費…道路や公園、住宅などの社会整
備の経費
総務費…町の全般的な管理等にかかる事
務経費など
教育費…学校教育などにかかる経費
農林水産費…農林水産業の振興などの経費
衛生費…住民の一人ひとりが健康で衛生
的な生活環境を保持するための経費
消防費…消防活動などにかかる経費
諸支出金…他の支出科目に含まれない経費
をまとめたもの
議会費…議会の運営等に必要な経費
商工費…商工業の発展や観光事業のため
の経費
労働費…失業対策など就業に関する経費
災害復旧費…大雨、地震などの災害により、
被災した施設を復旧するための経費

一般会計歳入　48 億 3,011 万円

歳入
48 億 3,011万円

19 億 4,909 万円
地方交付税

６億 9,189 万円
国庫支出金

６億 507 万円
地方債

２億 6,107 万円
県支出金

１億 4,369 万円
地方消費税交付金等

３億 7,980 万円
町税

２億 2,688 万円
繰入金

２億 1,059 万円
繰越金

１億 1,623 万円
使用料及び手数料

9,522 万円
諸収入

9,380 万円
寄附金

3,996 万円
分担金及び負担金

1,682 万円
財産収入

自主財源（24.4％）

依存財源（75.6％）

（  ）内は構成比
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
交
流
を
深
め
る

第
53
回
田
川
郡
身
体
障
害
者
体
育
大
会

　10月15日、川崎町Ｂ＆Ｇ体育館で第53回身
体障害者体育大会が開催されました。この大会
は、障害者同士の交流や親睦を深めることを目的
とし、毎年行われています。
　町からも多くの選手が大会に出場し、７ヵ町村
対抗で車いす競技やボールを使ったリレーなどを
行い、選手たちは楽しみながら交流を深めました。

▼最後まで諦めず、すべての競技をやり遂げました

交
通
安
全
協
会
が
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　９月21日、道の駅おおとう桜街道（もみじ館前）
で交通安全を呼びかける街頭運動が行われました。
　この運動は、交通ルールの遵

じゅんしゅ
守、正しい交通マ

ナーの習慣付けや道路交通環境の改善に向けた取
り組みを推進し、交通事故防止の徹底を図ることを
目的として行われています。今後も、町は事故の少
ない安心・安全な町づくりを目指していきます。

▼道の駅（もみじ館）前で交通安全を呼びかけました

「
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ス
」が
筑
豊
フ
ェ
ア
で
初
登
場

田
川
地
区
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
ー「
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ス
」

　９月30日、福岡市の天神中央公園で開催され
た筑豊フェアで「クイーンビース」がデビューを果
たしました。このグループは、田川地区の観光資
源をPRする田川広域観光協会が結成したもので
す。活動は２人１組で２自治体を担当し、主に田
川地区のイベントでのPR業務や、観光モデルな
どを行います。

▼町からは永原彩香さん（右から４番目）がデビューしました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

雨
に
も
負
け
ず
、
会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

第
31
回
し
じ
み
祭
り

　10月15日、道の駅おおとう桜街道でしじみ祭り
が開催されました。今年は雨天のため、水辺公園か
ら場所を変更しての開催となりましたが、多くの人
が訪れ、商工会女性部による「しじみ汁」や猟友会の

「しし鍋」が無料で振る舞われました。また、ラムネ
の早飲み大会や大縄跳び、わくわく抽選会などにも
多くの人が参加し、祭りは大いに盛り上がりました。

▼豪華景品の獲得を目指して、勢いよくラムネを飲む参加者 大
任
町
と
田
川
の
魅
力
を
東
京
で
発
信

第
６
回
に
っ
ぽ
ん
炭
坑
節
ま
つ
り 

～
炭
坑
節
と
東
京
音
頭
の
競
演
～

　９月24日、日暮里駅前イベント広場（東京都）
で第６回にっぽん炭坑節まつりが開催されまし
た。町からは、現在大人気の大任町商工会女性
部（Bigsister Oto姫）が参加し、町の魅力をPR。
その後、田川から訪れた他の団体や来場者ととも
に炭坑節を踊り、会場を囲むほどの多くの人が集
まる大盛況のイベントとなりました。

▼福岡県内を中心に町のPR活動を積極的に行っています

筑
豊
の
魅
力
が
集
う
祭
典
で
大
任
を
Ｐ
Ｒ

平
成
29
年
筑
豊
フ
ェ
ア

　９月30日、福岡市の天神中央公園で福岡県と
筑豊地区の自治体による筑豊フェアが開催されま
した。「おどりと食の祭典」をテーマに、筑豊なら
ではの演目やグルメが集結。大任町からは特産品
である「ニンニク球」や「ゆずごしょう」、マスコッ
ト「大ちゃん・花ちゃん」もステージに登場し、町
の魅力をPRしました。

▼ご当地グルメや特産品が並ぶ中で「黒ニンニク」が大人気

！！

！！ ！！

　

10
月
１
日
、
大
任
小
学

校
と
今
任
小
学
校
で
体
育

会
が
開
催
さ
れ
、
両
小
学

校
の
児
童
の
ほ
か
、
大
勢

の
保
護
者
や
卒
業
生
な
ど

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

赤
組
と
白
組
の
２
チ
ー

ム
で
競
い
合
っ
た
結
果
、

両
校
と
も
に
赤
組
が
優

勝
。
児
童
た
ち
は
、
大
任

中
学
校
の
生
徒
に
指
導

を
受
け
た
行
進
を
は
じ

め
、
ダ
ン
ス
や
応
援
合
戦

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
胸
に
競
技
に
挑
み
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
ま
た
、
保
護
者
や

卒
業
生
も
綱
引
き
や
リ

レ
ー
、
親
子
競
技
な
ど
に

参
加
し
、
体
育
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
も
会
場

か
ら
大
き
な
声
援
や
拍
手

な
ど
が
送
ら
れ
、
児
童
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

思
い
出
と
な
る
体
育
会
と

な
り
ま
し
た
。

2017.11月号 6
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①�　「ふるさと寄附金申込書」に必要事項を記入し、大任町総
務企画財政課に持参するか、郵送してください。申込書の
入手方法は、大任町の窓口での配布、大任町ホームページ
でのダウンロード、電話連絡等による郵送を行っています。

②�　申込書を受け付けたら、ご希望の納付方法により納付書
等を送付いたしますので、納付をお願いします。

　

町
で
は
、
水
道
料
金
を
維
持
す

る
た
め
に
、
業
務
委
託
の
推
進
や

人
件
費
の
削
減
、
優
先
順
位
を
付

け
た
事
業
の
執
行
な
ど
、
職
員
と

も
ど
も
力
を
合
わ
せ
て
、
経
費
の
縮

減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、水
道
事
業
の
貯
金
も
底
を
つ
き
、

今
後
の
大
が
か
り
な
水
道
施
設
な

ど
の
改
修
に
支
障
を
き
た
し
、
み
な

さ
ん
に
安
心
安
全
な
水
を
供
給
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

改
修
を
行
う
に
は
企
業
債
が
必
要

と
な
る
た
め
、
国
か
ら
お
金
を
借

り
て
施
設
の
改
修
な
ど
を
行
い
、

国
へ
毎
年
元
金
と
利
息
を
支
払
い

ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
起
債
に
よ

り
平
成
34
年
度
の
元
金
利
息
の
支

払
い
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
費
用
が

増
大
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
の

適
正
な
管
理
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
現
行
水
道
料
金
を
適
正

な
額
に
改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

大
任
町
水
道
事
業
審
議
会
の
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
審
議

さ
れ
た
内
容
を
尊
重
し
な
が
ら
水

道
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、
水
道

水
の
安
定
供
給
に
努
め
る
た
め
、

水
道
料
金
改
正
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
料
金
改
正
の
必
要
性
と

　
　      

安
心
・
安
全
な
水
を

　
　
　
　     

供
給
す
る
た
め
に

過去６年間の収支報告
年度 収益 費用 利益 損失
23 72,734,400 93,525,840 ー 20,791,440
24 73,866,558 86,091,956 ー 12,225,398
25 103,293,217 102,685,866 607,351 ー
26 104,294,392 125,221,211 ー 20,926,819
27 120,430,370 141,262,702 ー 20,832,332
28 110,406,395 121,780,305 ー 11,373,910

大任町水道事業審議会

問水道課　☎63・3293

（単位：円）

あなたの想いがカタチになる
ふるさと納税でまちづくりに貢献

インターネットからの申し込み

寄付でポイントが貯まる

ふるさと納税
大任町 ふるさと納税 検索

　寄附金の使い道を下記から選ぶことができます。
１．地域経済を活性化させる産業づくり
２．子育て応援・生涯安心のまちづくり
３．次世代を担う青少年の育成
４．みんなで築く美しいまちづくり
５．町長におまかせ

　１万円以上の寄附をいただいた大任町外
の在住者に下記のとおりポイントを付与し
ます。ポイントに応じて、地元の特産品等
を返礼品として選んでいただけます。
　ポイントの有効期限は２年間で、追加で
寄附をするごとに有効期限が２年間延長さ
れます。ポイント制度の詳しい内容は、ふるさと納税総合サイ
ト「ふるぽ」をご覧ください。
　返礼品に関しては、順次追加していく予定です。
※制度の趣旨から、大任町在住者には返礼品の送付は行っていません

寄附金額 付与ポイント
10,000 円以上　11,000 円未満 10,000 ポイント
11,000 円以上　12,000 円未満 11,000 ポイント
12,000 円以上　13,000 円未満 12,000 ポイント

︙ ︙
50,000 円以上　51,000 円未満 50,000 ポイント

︙ ︙
寄付額が10,000円未満の場合は、ポイントは付与されません。10,000円を
超えた場合、1,000円ごとに1,000ポイント付与されます。上限はありません。

　「ふるさとチョイス」の専用フォームか
ら申し込めるようになりました。
　インターネットからの寄附は、クレジッ
トカードによる納付となります。

　ふるさと納税とは、「今は違う町に住んでいても、自分を育
ててくれた『ふるさと』に納税できたらいいな」という想い
をカタチにした納税制度です。納税という
名称ですが、実際には地方自治体への「寄
附」になります。
　ふるさと納税制度を使って自治体に寄附
をすると、原則として寄附金から 2,000
円を除いた全額が、所得税または住民税か
ら控除されます。
※全額控除される寄附金額には、収入や家族
構成等に応じて一定の上限があります。詳し
くは、右上のＱＲコードから総務省の「ふる
さと納税ポータルサイト」をご覧ください。
　また、控除金額の上限等については「ふ
るさとチョイス」の「控除金額シミュレー
ション」でも、目安となる金額を算定でき
ます。

総務省
ふるさと納税

ポータルサイト

ふるさと納税総合サイト

「ふるさとチョイス」
控除金額シミュレーション

ふるさと納税ってどんな制度？

寄附金は何に使われるの？

どうやって寄附したらいいの？

どんな返礼品があるの？

申込書によるお申し込み

③�　寄附をいただいたら、税金の控除に必要な「寄附証明書」
を送らせていただきます。

④�　寄付額に応じて、希望する返礼品を送付いたします。

ふるさと納税総合サイト

「ふるぽ」
大任町専用フォーム

ふるさと納税総合サイト

「ふるさとチョイス」
大任町専用フォーム

問総務企画財政課 企画係  63・3000

リニューアルしたんです

NEW

NEW

実は

2017.11月号 8
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Information
　田川地区暴力団等追放総決起大会
　田川地区１市６町１村、福岡県警察、地域住民
等が集結し、暴力団追放気運の醸成と地域防犯
活動の一層の強化を図るため「田川地区暴力団等
追放総決起大会」を開催します。
■とき
11月14日火　開場:15時　開会：15時30分
■ところ　田川青少年文化ホール（田川市）
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000 ▲人々が安心・安全に暮らせるように

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　11月23日、大任町出身のソプラノ歌手で東京や海外で活
躍している、原くにこさんが出演するコンサートが開催されま
す。ぜひ、この機会にお越しください。
■とき
11月23日木　開場：14時　開演：14時30分
■ところ　レインボーホール
■入場料　無料（全席自由）
問㈱くくり企画　☎ 090・3238・0895

　原 くにこ ソプラノリサイタル

問い
合わせ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

◉
住
民
課 

国
保
係　

☎
63
・
３
０
０
４

効率的な働き方を目指して
11月15日水を「ノー残業デー」にしませんか？

　チャレンジふくおか「働き方改革推進会
議」では、福岡県内の企業・団体に「県内一
斉ノー残業デー」の実施を呼びかけていま
す。「ノー残業デー」を設定することによっ
て、働き方改革の第一歩につながるととも
に、業務を見直す機
会ができるため、仕
事の効率化を図るこ
とができます。
問福岡労働局 企画課
☎ 092・411・4763

教育委員 﨑山惠子さん
９月議会で同意を得て辞令交付

　10 月４日、町長室で辞令交付が行われ、
﨑山惠子さん（秋永）が、教育委員に再任
されました。
問教育課 学校教育係　☎ 63・3110

　

平
成
31
年
10
月
に
消
費
税
率
10
％
へ

の
引
き
上
げ
と
同
時
に
、
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
対
応
が
必
要
な
事
業
者
に
対

し
て
、
レ
ジ
の
導
入
や
電
子
的
な
受
発

注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
限　

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
・
０
８
１
・
２
２
２

レ
ジ
改
修
等
の
補
助
金
制
度

現職 氏名 前職
産業経済課長兼特産品開発課長兼農業委員会 松本英明 産業経済課長兼特産品開発課長

住民課課長補佐（国保年金係） 穂束賢一 住民課課長補佐兼国保年金係長
住民課戸籍衛生係長兼国保年金係長 岩下啓一 住民課戸籍・衛生係長

産業経済課係長兼農業委員会 楠幸樹 産業経済課係長
住民課（社会福祉係） 西藤宏輔 産業経済課兼農業委員会

議会事務局 山本麻美 産業経済課
住民課（国保年金係） 沖島圭子 議会事務局

総務企画財政課（秘書係兼会計係） 植高梢 住民課（し尿じん芥推進室）
総務企画財政課 浦野将太朗 住民課（国保年金係）

産業経済課兼特産品開発課 安武洸二 産業経済課
産業経済課兼特産品開発課 藤川剛 産業経済課

人事異動の発令があり10 月から新体制で行政運営がスタート

効果的な事務事業の執行を図るため、町職員の異動を行いました。異動者は次のとおりです。
問総務企画財政課 人事係　☎63・3000

　

10
月
か
ら
共
同
募
金
の
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、

地
域
社
会
で
の
子
育
て
、
家
庭
支
援
活

動
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
募

金
は
地
域
や
会
社
な
ど
で
も
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
期
間　
12
月
31
日
㈰
ま
で

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
協
力
を

問
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル（
大
任
町
社
会

福
祉
協
議
会
）

☎
63
・
４
８
２
８

　

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
11
月
15
日
㈬　
13
時
50
分
～

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル（
田
川
市
）

問
田
川
税
務
署 

法
人
課 

税
部
門

☎
44
・
４
５
７
６

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者
に

あ
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
、

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話（
ミ
ズ
・
リ
リ
ー

フ
・
ラ
イ
ン
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
時
間　

９
時
～
17
時
45
分（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す

問
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

☎
０
９
２
・
６
３
２
・
７
８
３
０

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
開
設

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
額
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
と
き　
10
月
１
日
㈰
か
ら

■
改
定
額　

１
時
間
７
８
９
円（
24
円
ア
ッ
プ
）

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部 

賃
金
室

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８

福
岡
県
の
最
低
賃
金
額
が
改
定

　

福
岡
県
で
は
、
保
育
現
場
を
離
れ
て

い
る
保
育
士
の
み
な
さ
ん
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
「
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
就
職
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
保
育
所
で
の
一
日
体
験
実
習
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

希
望
す
る
実
習
日　
10
時
～
15
時
ご
ろ

保
育
士
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

■
と
こ
ろ　
実
習
先（
県
内
保
育
所
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問
福
岡
県
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
９
５
５

　

道
の
駅
物
産
館（
も
み

じ
館
）の
ピ
ア
ノ
の
上
に
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
の
気

球
と
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
ラ

ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。ラ
ン
プ
は
手
作
り
で
、

同
じ
も
の
は
世
界
に
一
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
遠
く
か
ら
有
名
な
一
億

円
ト
イ
レ
を
見
よ
う
と
訪

れ
る
人
に
、
一
般
ト
イ
レ
と
差
別
化
し
、
印

象
づ
け
る
た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道 

も
み
じ
館

☎
63
・
４
４
３
０

道
の
駅
の
一
億
円
ト
イ
レ
周
辺
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
制
度
の
し
く
み
が
変
わ
り
、
福
岡
県
と
市
町
村
が

協
力
し
て
国
保
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
の
県
と
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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　私たち子ども広場従業員一同は、親子・家族がいつで
も気軽に訪れることができ、子どもに対しては自分の子
どものように愛情をこめて接しています。また、この広
場にはゴーカートや遊具、トーマス・アンパンマンなどの
乗り物があり、子どもが楽しめる場となっています。今
後も、子どもの笑い声が響き渡り、地域の人に愛される
子ども広場づくりを目指していきます。

木村 重樹さん
道の駅おおとう桜街道遊具リーダー

町と地域をつなぐ糸

　私は、水切り栽培という方法で糖度がのった甘いトマ
トを４～５種類作っています。水切り栽培をすることでト
マト本来の生命力で育とうとするので、実も引き締まり、
甘み・酸味もでて美味しくなります。トマトは、10月末か
ら６月上旬までをめどに道の駅に出荷する予定です。そ
のほかにも、ニンニクや玉ねぎなどを出荷していますの
で、ぜひ一度お試しください。

糖度がのった甘い
トマトは絶品ですよ

子どもとの思い出を作る場所
それは子ども広場にあります

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

問道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

11月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 １ ２

CD
●さよならバイスタンダー 　　 　　               YUKI　 　　
●LOVE IS BEAUTIFUL　　 　　　　　     平井 大     　
ＤＶＤ
●アングリーバード    　　     ファーガル・ライリー   監督
●湯を沸かすほどの熱い愛               中野 量太   監督
●マダム・フローレンス！夢見るふたり   スティーヴン・フリアーズ   監督

一般書
●BUTTER 　　　　                    柚木 麻子    著
●冷蔵庫を抱きしめて   　　　　　　　  　                萩原 浩     著
●いのち愛しむ、人生キッチン             桧山 タミ     著 
児童書
●ザリガニさいばん　   　　                            阿部 夏丸    著
●おへやをかざろう　　　　　　                        尾崎 曜子    著
●カニツンツン　 　　　　　　　　　    金関 寿夫     著

vol .109 

▼10年以上、仲間とともにソフトバレーボールを続けている神代さん。

バレーボールは人を笑顔にする
　「ソフトバレーボールを通じて、仲間と一緒に体を動か
すことが楽しいんです」と話す神代幸子さん。10年以上前、
職場の人に「一緒にソフトバレーボールをやらないか？」
と声をかけられたことが始めたきっかけで、現在は「大任
町婦人スポーツクラブ」で活動しています。
　神代さんにどんなチームなのかを尋ねると「一つのボー
ルをみんなで追いかけ、ミスをしても笑いとばすチームで
すね。一言でいうと、楽しい最高のチームですよ」と笑顔
で話してくれました。
　バレーのおもしろさについて聞くと「練習や試合を重ね
ていくことで、選手同士の交流や絆が深まり、バレーをす
るのが楽しくなるところですね。バレーに限らず、チーム
で行うスポーツは選手同士の信頼や友情がないと、心の
底から楽しむことはできないんじゃないかと思います。現
在、活動は週に１回（金曜日）しか行っていませんが、私を
含め、チームのみんなもこの時間を楽しみにしていると思
いますし、やっている時間もみんなで楽しめていると思い
ます」と話してくれました。
　「大任町婦人スポーツクラブ」は、11月10日に町のレイ
ンボーホールで行われる女性スポーツ大会に参加する予
定です。最後に神代さんは町民のみなさんに向け「私たち
のチームは選手９人で笑顔をモットーに楽しく活動してい
ます。興味のある人は、ぜひ一度お越しください」とメッ
セージを送りました。

神
く ま

代
し ろ

 幸
さ ち

子
こ

さん （上今任）

クローズ・アップ

−ソフトバレーボール− vol .133

高木隆一さん

　２学期がスタートして２ヶ月が過ぎ、折り返し地点になりました。
季節の変わり目と言うこともあり、体調のすぐれない生徒も見受け
られましたが、ほとんどの生徒が毎日元気に登校して、学習や部
活動、学校行事に取り組んでいます。

　さて、本校では、生徒の学力向上の
ために、補充学習や家庭学習の取り組
みなどを行っています。その中で、生
徒の学力に最も影響するものは各教
科の授業であるという考えのもと、教
師の授業力向上に向けた取り組みも積

極的に行っています。本校では、すべての先生が公開授業を行い、
その授業を他の先生が参観して、後の協議会でベテランから若手
教師までたくさんの意見のもと評価・改善を図ります。どの授業も
先生は、「生徒達が思考･判断し、自分の考えを表現する授業」を
意識して、電子黒板等のＩＣＴ機器も
活用しながら授業を行っていました。
生徒達は、それに応えるかのように、
真剣に生き生きと授業に臨んでいまし
た。生徒のみなさんだけでなく、先生
も熱心に日々努力し、学力向上のために努力を積み重ねています。
また、１１月１日水には、町内の小学校の先生を招いて、大任中学
校公開授業研修会も行われます。町内の小中学校の先生たちが連
携して、児童生徒たちの学力を向上させるための授業研修会です。
　このような取り組みを継続的に行っている成果として、学力テス
トの成績も向上してきていて、全国学力・学習状況調査でも県平均
にはまだ届いていませんが、県平均との差を少しずつ縮めていま
す。今後も、生徒の学力向上のため、職員一同、授業力向上に邁
進していきます。
問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

授業力向上のために、教師も頑張っています！

教 育 信通 大 校学任 中

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは11月17日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ち ゃ ん ３歳
Ｈ26年11月18日生まれ

富士見ヶ丘・女の子
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   ８件 （93 件）
●人身事故   ８件 （25 件）
●死亡者数   ０件 （０ 件）
●負傷者数   11 件（41 件）

（　）内は平成 29 年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 １件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど ２件

 11月行事予定表 霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 30 31 １ ２ ３ 文化の日 ４
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
( 人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

第40回大任町
総合文化祭
(芸能発表)

【レインボーホール
10時〜 14時】
(作品展示)

【B＆G体育館 
10時〜 17時】

第40回大任町
総合文化祭
(作品展示)

【B＆G体育館 ９時〜
14時】

後期総合健診
【役場 ８時30分～】
※事前予約者のみ

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
読書週間イベ
ント

【レインボーホール図
書室 10時30分～12時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

大任町女性
スポーツ大会

【B＆G体育館 18時～】

大任中土曜授業
We love おおとう

12 13 14 15 16 17 18
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】
 

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

大任小土曜授業
親と子の音楽会

【大任小体育館 ９時
50分～】

19 20 21 22 23 勤労感謝の日 24 25
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

食生活改善推
進員講座

【集会室 10時30分～
15時】

２ヵ月児母子相談
(対象者個別通知)

【集会室 13時30分～
予約制】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

26 27 28 29 30 1 2
ロコモ若返り
教室

【 集 会 室 13 時 30 分
〜 15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●ものづくりフェスタ

■とき　11月26日日　10時～　
■ところ　福智町図書館・歴史資料館（福智町）
■ものづくり体験　クリスマススノードーム、ソー
ラーカー、電子手芸
※体験には事前申込が必要

■内容　今年３月、福智町にオープンした図書館・歴
史資料館「ふくちのち」の特徴の一つ「ものづくりラボ」。
３Ｄプリンタなど最新の工作機器がそろう工房で、も
のづくりを楽しもう！

問ふくちのち　☎28・2855

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●～災害復興イベント～第22回英彦山男魂祭in北九州

■とき　11月12日日　10時～ 16時
■ところ　小倉井筒屋クロスロード（北九州市）
■内容　今年の男魂祭は、７月の九州北部豪雨の災
害復興イベントとして、北九州で物産販売やパネルの
展示、特産品が当たる抽選会などを行います。
問添田町役場 まちづくり課　☎82・1236

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●「舞鶴への生還と山本作兵衛コレクション」

■とき　10月31日火～ 12月24日日　９時30分～
17時30分（入館は17時まで）　※月曜日は休館日

■ところ　田川市石炭・歴史博物館（田川市）
■内容　「舞鶴の生還」・「山本作兵衛コレクション」２つ
の世界の記憶と近現代の歩みが田川の地で伝えられます。
問田川市石炭・歴史博物館　☎44・5745

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 29 年９月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,705 人  （－６）    739 人（－８） 2,444 人（－ 14）
女 1,702 人  （±０） 1,114 人（＋２） 2,816 人（＋２）
計 3,407 人（－６） 1,853 人（－６） 5,260 人（－ 12）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,512 世帯（ー３）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
10
月
１
日
に
行
わ
れ

た
大
任
小
学
校
と
今
任
小
学
校
の
体
育
会

の
様
子
で
す
。
児
童
た
ち
が
一
生
懸
命
に

競
技
を
す
る
姿
や
、
笑
顔
で
楽
し
む
姿
な

ど
を
中
心
に
、
表
紙
と
紙
面
の
６
ペ
ー
ジ

を
使
用
し
、
作
成
し
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
職
場
の
先
輩（
お
兄
ち
ゃ
ん
的

な
存
在
）の
結
婚
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

写
真
係
を
お
願
い
さ
れ
て
い
た
私
で

す
が
、
席
に
つ
く
と
一
品
目
か
ら
マ
グ
ロ

の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
が
目
に
…
。そ
れ
で
も
、

食
欲
を
抑
え
て
最
初
は
カ
メ
ラ
を
手
に

頑
張
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
間
と
は

と
き
に
欲
望
に
負
け
る
生
き
物
で
す
。

マ
グ
ロ
を
一
口
食
べ
た
瞬
間
、
も
う
席
を

離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

結
婚
式
は
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
こ

れ
か
ら
も
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
で
す
。（
勇
輝
）

▼
お
知
ら
せ

▼
今
回
の
広
報
お
お
と
う
11
月
号
は
、
紙

面
の
都
合
上
、
国
保
年
金
だ
よ
り
、
い

き
い
き
国
保
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
お
お
と
う
史
学
、
サ

ボ
テ
ン
花
図
鑑
、
ま
ち
の
芸
術
品
が
お

休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　夢や社会への意見、日常生活の中で感じたことなど、自分の気持ちを素
直に表現する「少年の主張大会」。子どもたちは何を考え、どんなことを思っ
ているのでしょうか。町内小中学校の８人の児童と
生徒が、日ごろ抱いている思いや、多くの人に聞い
てもらいたいことなどを、飾り気のない自分の言葉
で主張します。さあ、あなたも子どもたちの言葉に
耳を傾けてみませんか。
■とき　12 月９日土　受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　レインボーホール
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

それぞれの思いを言葉で伝える
第 30 回少年の主張大会

12/９
土

開催

大任小６年

上
うえ

野
の

 柚
ゆず

姫
き

さん

大任小５年

坂
さか

木
き

 蘭
らん

さん

今任小５年

佐
さ

藤
とう

 史
ふみ

弥
や

さん

今任小６年

山
やま

家
が

 優
ゆ

月
づき

さん

大任中１年

小
こ

谷
たに

川
がわ

 沙
さ

帆
ほ

さん

大任中１年

寺
てら

戸
ど

 琳
りん

さん

大任中２年

岩
いわ

下
した

 颯
そう

太
た

さん

大任中２年

藤
ふじ

本
もと

 優
ゆ

衣
い

さん

15日水～ 17日金
大任中２年修学旅行

19日日
第4回市町村対抗
「福岡駅伝」大会

（筑後広域公園）
8時40分受付　10時開会式
12時スタート　15時閉会式

27日月～ 29日水
大任中期末考査

30日木
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第５期納期限

11月は児童虐待防止推進月間

14日火
田川地区暴力団等追放総

決起大会
（田川青少年文化ホール）

開場：15時　開演：15時30分
※詳細は11ページ

９日木～ 10日金
今任小６年修学旅行

９日木～15日水
秋の火災予防週間

23日木
原くにこソプラノリサイタル

（レインボーホール）
開場：14時　開演：14時30分

※詳細は10ページ

12日日
秋季花植え

（レインボーホール）
９時スタート
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そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
、

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
に

つ
い
て
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動

で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
９
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報

告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

９
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
39
号

「
大
任
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」か
ら
同

意
第
14
号「
大
任
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

おおとう
　　議会報告

2017

９
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 29 年９月定例会が９月 11 日か
ら 14 日までの４日間の日程で開会され
ましたので、その審議内容と結果をご報
告いたします。

 ( 11 日 ) の審議経過

記

　９月　11日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者１名）
　　　　　     （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　９月　11日　総務常任委員会（大任町政治倫理条例の一部を改正する条例について等の審査）
　９月　12 日　地域振興常任委員会（大任町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例につ
　　　　　　　いて等の審査）
　９月　13 日    休会日  
　９月　14 日    議会本会議 （出席者 10 名、欠席者１名） 
　　　　　　（各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
７
番
、
坂
本
年
行
君
及
び
９

番
、奥
永
明
正
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
９
月
11
日
か

ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
あ

り
ま
せ
ん
。
意
見
書
に
つ
い
て
は
２

件
あ
り
ま
す
が
、
議
会
運
営
委
員
会

の
意
向
の
と
お
り
１
件
は
各
議
員
に

配
布
し
、
１
件
は
本
会
議
初
日
に
上

程
し
採
決
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
６
月
27
日
～
29
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
行
政
視
察
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
１
日
目
、
宮
城

県
仙
台
市「
仙
台
特
区
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
の
取
組
み
」、
２
日
目
、

岩
手
県
遠
野
市「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
に
よ
る
移
住
・
起
業
の

促
進
と
地
域
活
性
化
」、
３
日
目
、

同
じ
く
岩
手
県
紫
波
町「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

○
７
月
10
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
提
出

米丸年一 議長 毛利英文 副議長

佐々木次男 議員

松下太 議員 宮本孝一 議員

田中良幸 議員永原髙文 議員

丹村咲男 議員

坂本年行 議員 次谷隆澄 議員

奥永明正 議員

議
案
に
つ
い
て
の
運
営
委
員
会
で
あ

り
ま
し
た
。

○
７
月
13
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
議
案
第
６
号
、
福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
外
４
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
し
ま
し
た
。

○
７
月
19
日「
主
要
地
方
道
八
女
香

春
線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
通
常

総
会
」

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
、
外
５
件
の
協
議
で

あ
り
ま
し
た
が
、
７
月
５
日
か
ら
の

豪
雨
に
伴
う
災
害
発
生
に
よ
り
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
総
会
に
諮

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
書
面
議
決
と

な
り
ま
し
た
。

○
７
月
20
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
２
回
理
事
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
部
会
委
員
の
指
名

に
つ
い
て
、
外
３
件
の
協
議
事
項
を

協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
８
月
２
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
議
会
議
員
に
つ
い

て
、
外
５
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し

閉
会
し
ま
し
た
。

○
８
月
２
日「
第
１
回
田
川
地
区
広

域
政
策
協
議
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
田
川
広
域
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
つ
い
て
、
外
１
件
の

協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
８
月
23
日「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
」出
席
。

と
に
つ
い
て
」ま
で
の
９
議
案
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付

託
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
認
定
第
１

号「
平
成
28
年
度
大
任
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」並

び
に
同
意
第
14
号「
大
任
町
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、
11
日
の

本
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

意
見
書
に
つ
い
て
は
２
件
あ
り
ま
す

が
、
１
件
は
各
議
員
へ
配
布
す
る
こ

と
に
し
、
１
件
を
11
日
の
本
会
議
に

上
程
し
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
６
月
30
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
第
３
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は「
議
案
第
５
号
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

　

そ
の
内
容
は
、
救
助
工
作
車（
Ⅱ

型
）１
台
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
６
号　
「
財
産
の
取
得
に

つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
添
田
分
署
配
置
の

水
槽
車
１
台
を
購
入
す
る
に
あ
た

り
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
７
号　
「
福
岡
県
田
川
地

区
消
防
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」

　

そ
の
内
容
は
、
人
事
院
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則
が
公
布
及

び
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら

の
内
容
を
規
定
す
る
本
組
合
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
改

正
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て

も
整
合
性
を
図
る
た
め
に
改
正
を
行

う
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。

・
議
案
第
８
号　
「
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
本
組
合

の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
も
、
育
児
短
時

間
勤
務
等
に
関
す
る
条
文
の
追
加
等

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
９
号　
「
福
岡
県
田
川
地

区
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
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総務常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
政
治
倫
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
を
政
治
倫
理
の
対
象
外
と
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
42
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
千
７
百
78
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

56
億
２
千
４
百
76
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

中
央
線
の
立
木
等
移

転
工
事
予
算
が
上
が
っ
て
ま
す
が
、

直
方
バ
イ
パ
ス
の
立
ち
退
き
が
始
ま

る
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

今
月
に
指
名
通
知
が

各
業
者
に
行
く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
入
札
が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
個
所
は
、
田
川
直
方
線
田
川

大
任
工
区
間
で
、
１
工
区
、
２
工
区

に
分
け
て
発
注
し
ま
す
。
桜
の
木
等

に
つ
い
て
は
補
償
費
と
し
て
大
任
町

が
い
た
だ
き
ま
す
。

○
松
下
委
員　

県
が
発
注
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
県
道
に
な
る
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

国
道
３
２
２
号
線
ま

で
が
、
将
来
、
県
道
に
昇
格
し
ま
す
。

そ
し
て
下
今
任
の
中
を
通
っ
て
い
る

県
道
八
女
香
春
線
が
町
道
に
格
下
げ

に
な
り
ま
す
。

○
永
原
委
員　

田
川
直
方
線
田
川
大

任
工
区
間
の
農
道
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
。

○
事
業
課
長　

国
道
３
２
２
号
線
ま

で
の
間
の
一
部
農
道
は
な
く
な
り
ま

す
が
、
田
ん
ぼ
が
隣
接
す
る
間
は
農

道
を
設
置
し
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

し
じ
み
祭
り

日
程
の
報
告

※
教
育
課　

小
学
校
体
育
会
日
程
の

報
告
、
少
年
の
主
張
大
会
日
程
の
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
宮
本
委
員　

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
執
行
部
の
方
に
お
聞
き
い
た
し
ま

す
。
近
年
、
各
町
村
が
い
ろ
ん
な
施

策
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
大
任

町
で
は
子
育
て
支
援
住
宅
、
出
産
祝

金
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
同

じ
郡
内
の
中
で
保
育
料
が
低
所
得
世

帯
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
負
担
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
お
聞
き

し
た
内
容
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
で
調
査
し
ま

し
た
。
赤
村
、
福
智
町
、
香
春
町
、

そ
の
他
の
町
村
も
調
べ
ま
し
た
が
、

金
額
的
に
大
任
町
は
助
成
が
少
な

い
。
今
、
全
国
的
に
そ
れ
ぞ
れ
各
市

町
村
が
独
自
の
保
育
料
の
設
定
、
助

成
等
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
い
る
の
が

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
育

園
に
や
り
た
い
と
い
う
中
で
、
ほ
と
ん

ど
が
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
、
勤
め
先
に

よ
っ
て
は
、
保
育
料
で
ほ
と
ん
ど
消
え

る
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
大
任

町
も
率
先
し
て
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

保
育
料
の
助
成
を
町
独
自
の
分
を
し

て
や
っ
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
。

　

次
に
、
保
育
料
で
子
育
て
支
援
、

第
３
子
以
降
完
全
無
料
、
こ
れ
は

福
智
町
で
す
。
今
の
状
況
で
は
、
例

え
ば
保
育
所
に
一
人
入
れ
た
場
合
に

は
、
収
入
に
応
じ
て
課
税
状
況
に
応

じ
て
、
保
育
料
第
１
子
が
決
ま
る
わ

け
で
、
第
２
子
目
は
半
額
、
第
３
子

以
降
は
完
全
無
料
、
そ
れ
が
繰
り
上

が
っ
て
も
第
３
子
は
第
３
子
で
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
卒
園
ま
で
無
料
と
い

う
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
保
育
園
に
や
っ
て
る
保
護
者
の

方
と
す
れ
ば
か
な
り
人
気
が
あ
る
み

た
い
で
す
。
だ
か
ら
、
本
町
も
町
長

が
町
村
会
の
会
長
と
い
う
大
き
な
重

責
を
担
っ
た
中
で
大
任
町
も
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
率
先
し
て
こ
う

い
う
こ
と
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

○
住
民
課
副
課
長　

宮
本
議
員
か
ら

質
問
が
出
ま
し
た
、
第
２
子
半
額
、

第
３
子
無
料
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

平
成
28
年
度
ま
で
は
、
第
１
子
か

ら
３
子
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
１
年
生
以
上
は
カ
ウ
ン
ト
し
な

い
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
29
年
度
よ
り
制
度
の
改
正

が
あ
り
、所
得
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、

年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
第
２
子
半

額
、
３
子
無
料
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

大
任
町
の
保
護
者
が
、

そ
の
世
帯
が
他
町
村
よ
り
負
担
が
高
い

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
助
成
を
上
げ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

他
の
町
村
に
比
べ
て

負
担
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
他

の
町
村
は
、
単
費
で
補
助
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
宮
本
委
員　

町
の
助
成
は
、
国
の

基
準
を
適
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
収
入
、
町
民
税
、
そ
う
い

う
も
の
に
お
い
て
の
今
の
助
成
は
、

国
の
基
準
で
適
応
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

○
住
民
課
副
課
長　

住
民
税
の
所
得

割
の
金
額
に
よ
っ
て
、
本
町
は
国
の

基
準
以
外
で
４
％
か
ら
10
％
、
町
か

ら
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。

○
永
原
町
長　

現
在
、
町
は
４
％
か

ら
10
％
の
助
成
が
あ
る
が
、
他
の
町

村
は
そ
れ
以
上
の
助
成
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
差
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
得
に
よ
り

違
い
は
あ
る
け
ど
大
任
町
よ
り
他
の

町
村
の
方
が
町
の
単
費
を
出
し
て
、

負
担
を
少
な
く
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
の
で
、
詳
し
く
調
べ
て
次

の
議
会
ま
で
に
は
報
告
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
佐
々
木
委
員
長　

町
長
に
お
礼
を

言
い
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
お
お
と

　
そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
本
組

合
の
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
、
育
児
短
時
間
勤
務
等
に
関
す
る

条
文
の
追
加
等
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
監
査
委
員
報
告

　
　
　
　
　

   　
　

  

（
宮
本
孝
一
）

○
平
成
28
年
度
の
大
任
町
歳
入
歳

出
決
算
監
査
を
８
月
８
日
か
ら
８
月

22
日
ま
で
、
宇
佐
見
利
憲
代
表
監
査

委
員
と
行
い
、
８
月
24
日
に
町
長
に

平
成
28
年
度
大
任
町
歳
入
歳
出
決

算
審
査
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
報
告
致
し
ま
す
。

（
１
）決
算
に
つ
い
て

　
各
会
計
に
お
け
る
計
数
に
つ
い
て

は
、
正
確
で
あ
り
、
予
算
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
は
、
適
正
で
あ
る
と
認

め
ま
す
。

（
２
）各
会
計
別
決
算
状
況

「
一
般
会
計
」

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
実
質
収

支
額
４
億
８
７
５
万
円
の
黒
字
決
算

で
す
。
町
税
に
お
け
る
徴
収
率
は
、

現
年
度
分
・
滞
納
繰
越
分
合
わ
せ
て

93
．５
％
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ

0.5
％
改
善
し
て
い
ま
す
が
、今
後
も
、

滞
納
者
の
実
態
を
充
分
調
査
し
、
徴

収
に
あ
た
っ
て
更
に
努
力
を
重
ね
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
６
，

２
０
９
万
円
の
赤
字
で
、
一
般
会

計
よ
り
７
，１
１
３
万
円
の
繰
入
助

成
を
受
け
て
お
り
、
実
質
赤
字
は

１
億
３
，３
２
２
万
円
で
あ
り
ま
す
。

徴
収
率
は
、
現
年
度
分
、
滞
納
繰

越
分
を
合
わ
せ
て
66
．８
％
で
あ
り
、

前
年
度
と
比
べ
3.0
％
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
医
療
費
の
抑
制
等
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
」

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
３
３
７
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処

分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
」

　

し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
２
万
円
を

繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

「
水
道
事
業
会
計
」

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
差
引
１
，１
３
７
万
円
の
赤

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
給

水
料
は
、
２
１
５
万
円
の
未
収
金
が

あ
り
、
今
後
、
滞
納
者
の
実
態
を
充

分
調
査
し
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
総
括
意
見
」

　
平
成
28
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計

は
、
４
億
８
７
５
万
円
の
黒
字
決
算

で
し
た
が
、
歳
入
は
地
方
交
付
税
、

国
県
支
出
金
、
地
方
債
等
に
依
存
し

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
依
存
財
源
は

全
体
の
72
．６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は

27
．４
％
と
低
く
、
自
主
財
源
の
少

な
い
自
治
体
の
最
低
基
準
と
さ
れ
る

３
割
自
治
に
も
満
た
な
い
状
態
で
あ

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
は
、
職
員
各
自

が
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め
、

収
納
に
お
い
て
は
、
各
税
等
の
徴
収

業
務
の
強
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
６
、
日
程
第
８

～
日
程
第
11

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
政
治
倫
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
42
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
40
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
７

・
議
案
第
１
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

日
程
第
12

・
同
意
第
14
号　

大
任
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

日
程
第
13

・
発
委
第
１
号　

道
路
財
特
法
に
よ

る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。
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の
具
体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば
教
え
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

○
永
原
町
長　

佐
々
木
委
員
長
か
ら

言
わ
れ
ま
し
た
彦
山
川
の
左
岸
地
区

の
農
地
復
旧
し
た
後
の
農
道
を
町
道

に
拡
幅
し
て
舗
装
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
要
望
が
当
時
、
改
良
区

か
ら
出
て
お
り
ま
し
た
。
今
、
土
地

改
良
区
は
解
散
し
て
全
て
業
務
が
終

わ
り
ま
し
た
の
で
、
今
か
ら
の
作
業

と
し
て
過
疎
債
を
使
っ
て
や
り
ま
す

け
ど
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
し
尿
、

じ
ん
芥
、
公
民
館
と
い
ろ
ん
な
事
業

を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
状
況

を
見
な
が
ら
予
算
枠
の
中
か
ら
少
し

づ
つ
計
画
的
に
あ
げ
て
い
く
予
定
で

す
。
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
一
度

に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
舗
装

の
態
勢
を
整
え
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
40
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
へ
の
定
住
促
進
を

図
る
子
育
て
支
援
住
宅
等
の
建
設
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

○
丹
村
委
員　

対
象
者
は
、
町
内
者

だ
け
で
す
か
。町
外
者
も
対
象
で
す
か
。

○
事
業
課
長
兼
水
道
課
長　

町
内
者

も
町
外
者
も
対
象
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
外
者
を
優
先
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
仮
に
子
育
て
支
援
住

宅
が
10
戸
と
し
た
場
合
、
入
居
申
込

み
が
15
名
、
そ
の
内
12
名
が
町
外
者

と
し
た
場
合
、
町
外
者
12
名
を
優
先

す
る
よ
う
な
か
た
ち
を
と
り
ま
す
。
ま

た
、
仮
に
申
込
者
15
名
の
内
、
町
外

者
８
名
、
町
内
者
７
名
の
場
合
、
入

居
者
は
町
外
者
８
名
、
町
内
者
２
名

と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
を
と
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
41
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
桜
木
線
、
下
今
任
３
号

線
の
２
路
線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
43
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
３
百
万
１
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
億
５
千
６
百
64
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
44
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
百
53
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

７
千
２
百
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
45
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
百
55
万
１
千
円
を
追
加

し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

33
億
３
千
３
百
72
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
20
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い

ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
丹
村
委
員　

し
じ
み
祭
り
に
つ
い

て
で
す
が
、
し
じ
み
祭
り
は
始
ま
っ

た
当
初
は
、
全
て
の
し
じ
み
が
天
然

の
し
じ
み
で
生
息
し
て
い
た
の
で
す

が
、現
在
、堰
の
方
は
可
動
式
に
な
っ

た
た
め
大
水
が
発
生
し
た
と
き
に
可

動
堰
を
全
部
倒
す
の
で
、
し
じ
み
が

成
長
す
る
た
め
の
砂
が
全
部
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在

行
政
と
し
て
は
、
し
じ
み
の
育
成
、

商
工
会
の
し
じ
み
祭
り
で
は
一
部
し

じ
み
を
購
入
し
た
り
し
て
、
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

国
交
省
と
協
議
し
、
可
動
堰
の
水
位

の
高
さ
を
調
整
し
て
砂
ま
で
流
れ
な

い
よ
う
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
坂
本
委
員
長　

砂
が
流
れ
な
い
角

度
に
可
動
堰
を
調
整
し
て
い
た
だ
く

よ
う
国
交
省
と
協
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

○
丹
村
委
員　

今
ま
で
は
、
大
雨
が

降
っ
て
危
険
水
位
に
な
ら
な
い
と
自

動
的
に
倒
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
水

利
組
合
の
方
た
ち
が
協
議
し
て
、
水

が
多
く
な
っ
た
ら
全
部
倒
す
の
で

す
。
可
動
堰
も
精
巧
に
で
き
て
い
ま

す
の
で
、
全
部
倒
さ
な
い
で
砂
が

流
れ
な
い
状
況
に
し
て
い
た
だ
け
た

ら
、
し
じ
み
も
育
成
で
き
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

そ
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
可
動
堰
の
管
理
は

産
業
経
済
課
が
担
当
で
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
の
担
当
と
商
工
会
で
協
議

し
て
国
交
省
に
許
可
が
要
る
の
か
要

ら
な
い
の
か
確
認
し
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

今
回
の
北
部
九
州
豪

雨
の
災
害
で
、
県
が
砂
防
ダ
ム
の
調

査
に
入
り
、
結
果
、
ひ
ど
く
な
い
雨

で
も
砂
防
が
崩
れ
て
く
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
朝
倉
の
方
は
、
崩
れ
る
た
び

に
行
政
に
お
願
い
し
た
が
、
そ
の
時

点
で
の
対
応
が
な
か
っ
た
の
で
、
流

木
等
が
す
ご
く
出
た
と
言
っ
て
い

る
。
大
任
町
で
は
、
そ
う
い
う
災
害

が
今
ま
で
あ
っ
た
の
か
。
調
査
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

砂
防
ダ
ム

の
関
係
で
、
５
年
位
前
の
九
州
北
部

豪
雨
で
成
光
区
の
一
部
そ
の
よ
う
な

状
況
が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
東
部
２
号
線
の
新
設
工
事

を
施
工
す
る
と
き
に
、
そ
の
点
を
考

慮
し
て
工
事
施
工
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
要
望
書
も
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

成
光
区
で
は
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
砂
が
か
な
り
田
ん
ぼ
に
流
れ
込

ん
で
、
地
域
の
人
は
苦
慮
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
調
査

し
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
奥
永
委
員　

今
回
の
北
部
九
州

の
豪
雨
で
行
方
不
明
、
死
者
41
名
と

い
う
痛
ま
し
い
被
災
が
あ
り
ま
し
た

が
、
自
然
災
害
は
予
告
な
し
に
起
こ

り
、
今
回
大
任
町
で
は
、
梅
田
地
区

の
彦
山
川
右
岸
が
決
壊
寸
前
と
な
り

決
壊
す
れ
ば
大
任
町
は
大
変
な
被
害

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
町
の
中

枢
で
あ
る
役
場
が
浸
水
す
れ
ば
行
政

機
能
が
完
全
に
麻
痺
す
る
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
人
災
が
一
番

痛
ま
し
い
事
故
と
な
り
ま
す
の
で
、

起
こ
る
前
に
危
険
区
域
の
住
民
全
部

に
早
く
的
確
に
避
難
情
報
が
伝
わ
れ

ば
最
小
限
の
被
害
で
済
む
と
思
い
ま

す
。
そ
の
避
難
情
報
は
ど
の
よ
う
な

経
路
で
伝
え
る
の
か
。
高
齢
者
、
障

害
者
、
施
設
の
方
も
い
ま
す
。
伝
達

方
法
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
避
難
者
用
の
食
糧
等
備
蓄

品
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

今
回
の
北

部
九
州
豪
雨
を
も
と
に
回
答
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
彦
山
川
梅
田
地
区

付
近
が
今
回
の
豪
雨
で
氾
濫
の
恐
れ

が
あ
り
、
職
員
を
梅
田
地
区
へ
出
動

さ
せ
気
象
庁
発
表
の
警
報
が
注
意
報

に
代
わ
る
ま
で
、
ま
た
、
彦
山
川
警

戒
水
位
が
下
が
る
ま
で
警
戒
し
、
そ

の
状
況
を
対
策
本
部
へ
報
告
を
さ
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
氾
濫
し
て
地
区

へ
の
水
害
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
コ
ン

テ
ナ
バ
ッ
グ
等
を
県
道
へ
設
置
し
、

氾
濫
水
が
民
家
へ
流
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
本
部
長
等
の
指
示
に
よ
り
避
難
準

備
情
報
を
防
災
無
線
で
町
内
全
域
に

発
信
し
、
警
戒
地
区
の
梅
田
地
区
に

は
、
職
員
、
消
防
、
地
元
区
長
と
共

に
地
区
住
民
へ
連
絡
し
、
避
難
指
示

を
出
し
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　

数
年
前
に
発
生
し
た
豪
雨
で
は
、

役
場
周
辺
が
雨
水
で
浸
っ
た
経
緯
が

あ
り
、
出
動
、
救
助
が
で
き
な
い
と

考
え
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
２
艘
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
対
策
本
部
と
し
て
は
、
災
害
対
策

本
部
条
例
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に

本
部
長
（
町
長
）
を
中
心
に
自
治
体

消
防
、
職
員
等
で
構
成
し
、
気
象
庁

発
表
の
警
報
等
の
状
況
に
応
じ
て
対

策
本
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
町
、
商
工
会
、
業
者
で
災
害
協
定

を
交
わ
し
て
お
り
、
早
急
な
災
害
対
策

及
び
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、
日
頃

の
訓
練
が
必
要
で
あ
り
、
田
川
地
区

全
体
で
総
合
防
災
訓
練
等
を
年
３
回

行
い
緊
急
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
等
に
よ
り
避
難
し
た
人

た
ち
へ
の
食
糧
等
備
蓄
品
に
つ
い
て

は
、
ア
ル
フ
ァ
米
６
０
０
食
、
栄
養

補
助
食
品
２
４
０
食
、
毛
布
80
枚
確

保
し
て
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

学
校
部
活
動
へ
の
外

部
指
導
者
導
入
に
つ
い
て
、
大
任
町

で
は
、
何
か
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

○
小
田
教
育
長　

中
学
校
教
師
の
部

活
動
に
係
る
時
間
の
多
さ
が
、
長
時

間
勤
務
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
も
、
外
部
指
導
者
の
導
入
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
部
活
動
指
導
員

に
つ
い
て
は
財
源
と
人
材
確
保
が
課

題
で
す
。
一
方
、
部
活
動
で
人
間
と

し
て
調
和
の
と
れ
た
育
成
を
目
的
と

し
た
指
導
を
す
る
こ
と
が
、
日
頃
の

学
校
で
の
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
忙
し
く
て
も
部

活
を
も
ち
た
い
と
思
う
教
師
が
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　
そ
れ
で
、
現
在
は
、
県
の
運
動
部

活
動
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
各

学
校
に
１
名
、年
間
15
日
、１
回
４
，

５
０
０
百
円
で
、
外
部
コ
ー
チ
の
報

償
費
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
、
今
年
度
は
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
に
、
地
域
人
材
の
外
部

コ
ー
チ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
顧
問

と
の
連
携
も
よ
く
、
あ
り
が
た
い
存

在
で
す
。

　
し
か
し
、
外
部
指
導
者
が
、
勝
利

の
み
を
目
的
と
し
、
人
間
と
し
て
調

和
の
と
れ
た
育
成
を
目
的
と
し
な
い

場
合
、
生
徒
指
導
上
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
の
で
、
外
部
指
導
者
の
人
材
選
び

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

土
日
の
部
活
指
導
に
つ
い
て
は
、

4
時
間
以
上
で
３
，０
０
０
円
。
公

式
試
合
引
率
の
場
合
は
、
８
時
間
で

４
，０
０
０
円
の
手
当
が
払
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
週
に
１
日
も
休
養
日
が

な
い
、部
活
指
導
の
時
間
が
長
く
て
、

授
業
準
備
の
時
間
が
な
い
等
の
問
題

解
決
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地域振興常任委員会
12 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

う
広
報
の
８
月
号
で
す
が
、「
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
復
興
支
援
活
動
」

に
つ
い
て
、
７
月
５
日
の
集
中
豪
雨

の
現
場
を
見
た
人
、
梅
田
地
区
の
住

民
に
は
避
難
準
備
情
報
を
出
し
て
も

ら
っ
て
、
町
と
区
長
が
動
い
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
集
中
豪
雨

が
７
月
５
日
で
、
衆
議
院
議
員
の
武

田
代
議
士
に
要
望
書
を
町
長
が
渡

し
た
の
が
、
７
月
11
日
で
す
。
非
常

に
、
早
く
、
そ
し
て
渡
し
た
状
況
も

梅
田
橋
が
背
景
に
写
っ
て
現
地
で
手

渡
す
の
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

７
月
５
日
に
見
た
人
と
11
日
に
町
長

が
渡
し
た
と
い
う
こ
と
を
町
民
が
見

た
ら
、
町
長
の
対
応
の
早
さ
に
お
礼

を
言
い
た
い
思
い
ま
す
。
写
真
を
見

る
限
り
す
ご
い
早
さ
で
対
応
し
て
頂

い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
長
が
議
会
本
会
議
の
中
で
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
要
望
書
の
中
に
あ
っ

た
の
は
固
定
堰
か
ら
可
動
堰
へ
改
修

す
る
こ
と
、
堤
防
は
胸
の
高
さ
ま

で
堤
防
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
と
い
う
の
は
、

災
害
の
状
況
が
常
時
見
れ
る
訳
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
カ
メ
ラ
の
設
置
等

３
つ
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
す
ご
い
早
さ
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
借
り

て
町
長
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
も
う
１
件
は
、
平
成
29
年
度
第
一

回
定
例
会
の
中
で
、
大
任
町
の
過
疎

対
策
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
と

い
う
こ
と
で
、
左
岸
の
農
道
舗
装
工

事
１
０
，１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
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議 会 本 会 議
14 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
７

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
９
月
11
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
11
日

午
前
11
時
00
分
か
ら
総
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
２

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
29
年
12

月
の
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
部
活
動
を

見
る
と
、
財
源
と
外
部
指
導
者
の
確

保
と
共
に
、
部
活
そ
の
も
の
に
休
養

日
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
学

校
だ
け
で
、
休
養
日
を
設
け
る
と
試

合
に
勝
て
な
い
。
し
か
し
、
統
一
し

て
休
み
に
す
る
と
、
生
徒
指
導
上
の

問
題
が
生
じ
る
学
校
も
あ
る
、
地
域

や
保
護
者
か
ら
部
活
動
に
対
す
る
期

待
が
高
く
休
め
な
い
学
校
も
あ
る
、

そ
の
一
方
で
は
生
徒
に
も
土
日
の
休

養
日
が
必
要
で
は
な
い
か
。
等
々
、

相
反
す
る
声
が
あ
り
、
解
決
に
い

た
っ
て
な
い
の
が
、
現
実
で
す
が
、

文
科
省
の
教
育
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
と
、
平
日
週
１
日
及
び
土
日
の
い

ず
れ
か
１
日
を
部
活
の
休
養
日
と
す

る
よ
う
進
め
る
取
り
組
み
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
任
中
学
に

お
い
て
も
、
部
活
動
の
在
り
方
を

見
直
し
て
い
く
、
大
事
な
時
期
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
ご
と
に

部
活
動
の
部
活
時
間
を
減
ら
す
こ

と
は
難
し
く
、
全
国
的
に
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
、
外
部
指
導
者

に
つ
い
て
の
財
源
・
人
材
確
保
と
合

わ
せ
、
教
師
だ
け
で
は
な
く
生
徒

の
為
に
も
、
月
曜
日
と
隔
週
日
曜

日
を
ノ
ー
部
活
デ
ー
に
す
る
と
こ

ろ
か
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
の
は
ど

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
中

学
校
現
場
と
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

 

９
月
11
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
12

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

５
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
政
治
倫
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
40
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
42
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
７
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
29
年
第
４
回
大
任

町
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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